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オーチャードグラス草地はイネ科雑草が侵入しにくい


　天北酪農地域の基幹イネ科草種であるチモシーならびにオーチャードグラスとも早生
から晩生まで熟期別に品種がそろってきました。

　そこで、その品種特性を知るために、想定される刈取り方式の下で、単播、混播草地
それぞれの乾物収量および草種割合の経年変化を示しました。

　当地域の主要な地下茎型イネ科雑草（レッドトップ、シバムギ）の侵入割合は、オー
チャードグラス草地の方がチモシー草地に比べて少なくなっています。また、両草地と
も単播に比ベマメ科牧草との混播の方が雑草の侵入が少なくなっています。

　チモシー草地は雑草の侵入が多いため、チモシー草種割合が低下し、経年利用の過程
で収量が不安定になり易い特徴がわかります。また、マメ科牧草との混播は雑草侵入の
抑制策としても重要です（表１、表２）。

　一方、オーチャードグラス草地は雑草の侵入も少なく、収量も安定しています。な
お、「ヘイキングⅡ」のような晩生種はマメ科牧草との混播が有利です（表２）。


表１　チモシー品種の乾物収量と草種割合　（天北農試　1995年）


表２　オーチャードグラス品種の乾物収量と草種割合　（天北農試：1995年）


オーチャードグラスの栄養価は低下するのが早い
　天北酪農地域において、酪農家が実際に調製・利用している乾草やサイレージの栄養
価はけっして高くはありません。

　採草地の基幹草種はチモシーとオーチャードグラスですが、１番草の刈取りから全般
的に遅い傾向にあり、このことが栄養価の高い粗飼料生産を妨げており、刈取り時期に



ついて一層の改善が必要です。

　そこで、基幹イネ科牧草の刈取りと栄養価について整理しました。

　はじめに、１番草の栄養価（ＴＤＮ含有率）を生育ステージとの関係で見ると、オー
チャードグラスはチモシーに比べて生育が早く進みますが、両草種とも出穂始で高く、
生育が進んだ出穂期では低下します（図１）。

　つぎに、２番草についてみると、栄養価は生育日数が長いと低下します（図２）。

　また、１番草の栄養価低下程度を草種間で比較すると、チモシーよりもオーチャード
グラスの方が大きいことが明らかです。

　従って、天北地域における基幹イネ科牧草は、基幹草種を区別しながら、１番草では
生育ステージを、２番草では生育日数を目安として収穫作業を進めることが重要です。
このことが、栄養価の高い、粗飼料生産に結びつきます。




図１　１番草における基幹イネ科草の生育ステージとＴＤＮ含有率の関係


（天北農試　1995年）



図２　２番草における基幹イネ科草の生育回数とＴＤＮ含有率の関係


（天北農試：1995年）
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た。
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